
乳
幼
児
医
療
費

窓
口
払
い
な
し
に

長
年
の
運
動
実
り
十
二
月
か
ら

早
い
も
の
で
、
前
回
市
議
選
か
ら
三

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
の
五
名
の
議

員
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
窓
口
払

い
な
し
に
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
要
求

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。

引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す
。
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公
団
・
大
河
原
が
見
直
し
に

公
団
に
無
償
貸
与
を
求
め
よ

飯
能
市
は
第
三
次
総
合
振
興
計
画
で
、
想
定
人
口
を
十
二
万
人
と

し
、
公
団
、
西
武
の
大
規
模
開
発
を
中
心
に
位
置
付
け
て
街
づ
く
り

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
十
四
年
一
月
か
ら
対
前
年

度
比
で
人
口
が
減
少
し
、
現
在
八
万
二
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
団
・
美
杉
台
の
入
居
率
も
依
然
と
し
て
六
割
台
。
大
河
原
は

見
直
す
こ
と
に
な
る
な
ど
、

大
規
模
開
発
優
先
の
街
づ
く

り
が
破
綻
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

三
〇
年
前
か
ら
、
「
大
規
模

開
発
中
心
の
街
づ
く
り
は
、

自
然
を
破
壊
し
、
上
下
水
道

な
ど
過
大
投
資
が
市
民
生
活

を
犠
牲
に
す
る
」
と
無
謀
な

計
画
を
批
判
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
推
進
し
て
き
た
自
民
、

保
守
、
公
明
の
責
任
が
問
わ

れ
ま
す
。

今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
公
団
が
開
発
に
よ
っ
て
飯
能
市
に
一
五

〇
億
円
近
い
税
金
の
負
担
を
か
け
た
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
一
〇
〇

ha
を
超
す
開
発
地
を
無
償
で
貸
与
す
る
よ
う
求
め
、
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
市
民
本
位
の
計
画
策
定
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の

窓
口
払
い
無
し
に

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度
は
、
新
婦
人
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
日

本
共
産
党
の
三
〇
年
来
の
粘
り
強
い
運
動
に
よ
っ
て
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
外
来
に
つ
い
て
、
対

象
年
齢
を
県
の
助
成
対
象
よ
り

一
歳
引
き
上
げ
、
五
歳
未
満
児

ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
平
成
十
六
年
十
二
月
か

ら
、
窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
外
来
受
診
の
対

象
年
齢
を
小
学
校
入
学
ま
で
引

き
上
げ
る
よ
う
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。
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開発問題

１００haを超す開発中止の大河原

福祉問題



加
治
東
学
童
・
一
小
学
童
が
公
設
化

加
治
も
十
六
年
度
に
建
設
に

飯
能
市
は
学
童
保
育
行
政
が

極
端
に
立
ち
遅
れ
、
他
市
で
は

八
割
以
上
が
施
設
の
公
設
化
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
七
ヶ
所
の

学
童
施
設
の
全
て
が
父
母
の
負

担
で
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
父
母
の

運
動
と
共
産
党
市
議
団
の
議
会
で
の
追
及
の
中
で
、
ま
ず
双
柳
学
童

施
設
を
暫
定
的
に
市
で
建
て
さ
せ
、
平
成
十
年
に
美
杉
台
学
童
施
設

が
公
設
化
さ
れ
、
続
い
て
平
成
十
二
年
に
富
士
見
学
童
施
設
が
公
設

化
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
他
の
学
童
施
設
の
公
設
化
の
建
設
計
画

を
作
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
姿
勢
に
対
し
、
深
刻
な
施
設
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、
毎

回
議
会
で
公
設
化
と
処
遇
改
善
を
求
め
、
平
成
十
四
年
の
総
合
振
興

計
画
の
実
施
計
画
に
建
設
計
画
を
位
置
づ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
十
四
年
に
加
治
東
学
童
施
設
が
で
き
、
十
五
年
に
は
一
小
学

童
、
十
六
年
に
は
加
治
学
童
が
施
設
の
借
り
上
げ
方
式
で
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
指
導
員
の
社
会
保
険
の

事
業
主
負
担
の
市
の
補
助
が
実
現

学
童
保
育
指
導
員
の
人
件
費
に
対
す
る
補
助
金
は
低
く
、
さ
ら
に
、

指
導
員
の
社
会
保
険
の
事
業
主
負
担
分
の
費
用
は
（
一
施
設
年
約
七

十
万
円
～
百
万
円
）
父
母
の
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

学
童
市
連
協
が
社
会
保
険
の
事
業
主
負
担
分
の
補
助
を
長
年
要
望

し
、
日
本
共
産
党
市
議
団
も
市
連
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
般
質
問

で
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
平
成
十
三
年
度
か
ら
市
単
独

で
の
一
部
補
助
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
全
額
補
助
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
利
用
料

保
険
料
の
減
免
制
度
の
実
現

平
成
十
二
年
か
ら
介
護
保
険
制

度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利

用
料
に
つ
い
て
は
第
一
段
階
の
世

帯
（
生
活
保
護
世
帯
・
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
世
帯
等
）
で
五
十
％
、

第
二
段
階
の
世
帯
（
住
民
税
非
課
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税
世
帯
）
で
二
十
五
％
の
市
独
自
の
助
成
制
度
が
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
い
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度

分
か
ら
保
険
料
の
減
免
制
度
が
実
現
。
減
免
の
内
容
は
「
生
活
保
護

に
該
当
す
る
程
度
の
生
活
状
態
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
方
」
が
保
険
料
の
八
分
の
七
を
減
免
。
「
生
活
保
護
に
準
ず
る

方
」
が
八
分
の
六
を
減
免
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

保
育
料
の
隔
年
値
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ

飯
能
市
は
、
行
政
改
革
の

名
の
も
と
に
、
隔
年
で
保
育

料
を
値
上
げ
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は

「
深
刻
な
不
況
下
で
、
所
得

が
落
ち
込
み
家
計
を
大
き
く

圧
迫
し
て
い
る
現
況
の
中
で

は
値
上
げ
を
す
べ
き
で
な
い
」

と
度
々
質
し
ま
し
た
。
市
長

は
平
成
十
四
年
十
二
月
議
会
で
「
長
引
く
景
気
の
低
迷
、
厳
し
い
雇

用
情
勢
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
、
保
育
料
を
据
え
置
き
た
い
」
と

答
弁
。
そ
れ
以
来
、
値
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
い
ま
す
。

敬
老
年
金

廃
止
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
、
継
続
さ
せ
る

飯
能
市
は
高
齢
者
に
対
し
て
、
敬
老
と
長
寿
を
祝
福
し
て
毎
年
七

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
八
千
円
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
行
政

改
革
の
名
で
平
成
十
四
年
度
か
ら
廃
止
す
る
計
画
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
お
年
寄
り
に
冷
た
い
市
政
だ
と
批
判
し
、
市
議

選
、
市
長
選
で
敬
老
年
金
の
継
続
を
訴
え
ま
し
た
。
十
四
年
度
は
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
市
の
「
行
革
」
に
呼
応

し
、
保
守
・
公
明
が
、
廃
止
ま
た
は
減
額
を
執
拗
に
求
め
、
十
五
年

度
か
ら
五
千
円
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

病
休
代
替
教
員
制
度
が
実
現

平
成
十
四
年
度
か
ら
飯
能
市
教
育
セ
ン
タ
ー
付
け
で
、
教
科
指

導
等
非
常
勤
講
師
の
学
校
派
遣
制
度
が
開
始
さ
れ
、
三
名
の
講
師

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
長
期
病
気
休
暇
な
ど
の
場
合

は
、
県
費
で
教
員
を
派
遣
し
ま
す
が
、
「
一
週
間
以
上
の
休
暇
」
と

い
う
制
限
が
あ
る
上
、
発
令
ま
で
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
急
な
休
暇

や
短
期
病
気
休
暇
の
時
に
は
、
他
の
教
師
が
複
数
の
ク
ラ
ス
を
見
た

り
、
児
童
生
徒
だ
け
の
自
習
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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教育問題



日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
所
沢
市
な
ど
を
視
察
調
査
し
た
り
、
市

の
教
職
員
組
合
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
議
会
の
一
般
質
問
で
た
び

た
び
取
り
上
げ
、
ね
ば
り
強
く
実
現
を
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

小
規
模
工
事
登
録
制
度
の
拡
充

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
と
日
本
共
産
党
市
議
団
が
、
中
小
企

業
の
不
況
対
策
と
し
て
何
度
も
交
渉
し
、
平
成
十
二
年
度
に

小
規
模
工
事
登
録
制
度
が
実
現
し
ま
し
た
。
当
初
一
工
事
三

〇
万
円
以
内
の
工
事
が
対
象
で
し
た
が
、
平
成
十
四
年
度
に
、

一
工
事
五
〇
万
円
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
一
工
事
一
三
〇
万

円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

融
資
制
度
を
拡
充

市
の
融
資
制
度
の
申
し
込
み
が
、

平
成
十
二
年
度
が
二
〇
件
、
十
三

年
度
が
七
三
件
、
十
四
年
度
が
八

五

件
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
日
本
共
産

党
市
議
団
は
、
議
会
で
も
何
度
も

改
善
と
充
実
を
求
め
、
平
成
十
四

年
度
に
貸
し
出
し
枠
が
十
五
億
円
、
十
五
年
度
は
さ
ら
に
十
八
億
円

に
な
り
、
据
え
置
き
、
返
済
期
間
の
延
長
な
ど
も
実
現
し
ま
し
た
。

国
や
埼
玉
県
で
も
日
本
共
産
党
と
全
国
商
工
団
体
連
合
会
等
の
奮

闘
で
借
り
換
え
制
度
が
実
現
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、
引
き
続
き
、
飯
能
市
の
融
資
制
度
改
善
を
求
め
て

い
ま
す
。

一
般
競
争
入
札
を
導
入

落
札
率
の
大
幅
下
落
で
工
事
費
節
減
に

日
本
共
産
党
は
、
入
札
制
度
の
改
善
を
度
々
取
り
上
げ
、
大
規
模

な
工
事
の
分
離
・
分
割
発
注
や
一
般
競
争
入
札
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

十
四
年
に
行
わ
れ
た
富
士
見
小
学
校
大
規
模
改
修
前
期
工
事
で
、

初
め
て
一
般
競
争
入
札
が
導
入
さ
れ
、
引
き
続
き
、
十
五
年
の
富
士

見
小
後
期
工
事
で
、
十
六
年
に
は
原
市
場
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

で
一
般
競
争
入
札
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
工
事
の
落
札
率
（
予
定
価
格
に
対
す
る
落
札
価
格
の
比
率
）

は
八
四
％
、
後
期
工
事
八
四
％
、
原
市
場
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

で
は
七
五
％
と
、
こ
れ
ま
で
の
平
均
落
札
率
九
五
～
九
六
％
か
ら
大

幅
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。
「
九
五
％
以
上
は
談
合
の
懸
念
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
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不況対策

市民本位の
行政改革



道
路
位
置
指
定
道
路
（
幅
員
４
ｍ
の
私
道
）

水
道
管
の
敷
設
替
え
が
公
費
に

私
道
（
道
路
位
置
指
定

道
路
）
の
水
道
管
の
敷
設

替
え
工
事
も
、
日
本
共
産

党
が
何
度
も
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
追
求
す
る
な
か

で
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、

市
の
予
算
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
同
じ
水
道
事
業
で

ズ
サ
ン
な
人
口
計
画
に
よ

る
県
営
水
道
の
導
入
で
、

必
要
の
な
い
水
を
、
県
か

ら
買
う
費
用
と
し
て
、
年

間
三
千
万
円
以
上
、
来
年
か
ら
は
七
千
万
円
も
料
金
収
入
の
中
か
ら

支
払
っ
て
い
る
事
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ム
ダ
使
い

は
直
ち
に
中
止
し
、
そ
の
予
算
を
未
給
水
地
域
の
問
題
解
決
な
ど
市

民
の
た
め
に
使
え
と
日
本
共
産
党
は
提
案
し
て
い
ま
す
。
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市
民
生
活
の
守
り
手

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

五
回
の
「相
談
会
」に
一
三
〇
人
が

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団
は
、

市
民
本
位
の
市
政
や
市
民
要
求
実

現
の
た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
身
近
な
生
活
相
談
活
動

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
半
年
に

一
度
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
の

専
門
家
と
と
も
に
「
何
で
も
相
談

会
」
を
実
施
し
、
一
三
〇
名
を
超

え
る
方
が
相
談
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
井
た
く
み
市
議
に
も
六

〇
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
金
で
悩
ん
で
い
た
方
か
ら
、
「
毎
日
悩
ん
で
い
た
が
相
談
し

て
よ
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て

あ
り
が
た
い
。
も
っ
と
早
く
相
談
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
専
門
的
な
ご

相
談
は
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
サ
ラ
金
道
場
な
ど
一

緒
に
、
解
決
に
む
け
て
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。




